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1） 観察（見る・聞く） ― 実習先の自然環境、生活習慣を観察すること、会
議を傍聴すること等はこの部類に入ります。
2） 交流（話す） ― 地元住民との対話、現地の大学生との交流セッション、
専門家との議論等が含まれる。一定のコミュニケーション能力、専門
知識が必要となります。
3） 調査（調べる） ― 特定の分野に関する聞き取り、測定、分析、評価な
どが含まれる。より高度な専門知識及びコミュニケーション能力が求
められます。
4） 就労（働く） ― 将来プロフェッショナルとして活動するための修練であ
り、特定の目的に沿って主体的に活動することが求められます。
　各要素の濃淡は、プログラムの目的、対象とする学生、実習国の事情
によって異なりますが、「海外（を）体験する」ことが中心のプログラムは、
観察、交流の要素が強く、「海外（でも）（だからこそ）体験する」プログラム
は、調査、就労の要素の比重が大きくなると言えます。
3. GLOCOLの実績
　GLOCOLでは、FIELDOの設立から2015年までの5年間に、19 ヵ国47件
のFSで308名、28 ヵ国に ISで65名、計373名を派遣しました（2015年10
月現在）。
　参加学生の所属内訳は、（大阪大学大学院16研究科中）14研究科及び
全11学部で、学部の一年生から博士後期課程の学生まで全ての学年から
の参加があり、ほぼ全学的にプログラムを提供できました。所属先のトッ
プ3は大学院が工学、人間科学、医学（保健学含む）で、学部は外国語、
法学、人間科学でした。参加学生の男女比率も、男子が52％、女子が
48％となり、均衡の取れたものとなりました。留学生の参加も12％にのぼ
り、阪大生総数に対する留学生比率（7.9％）を上回りました。
　事業開始から5年であり、参加した学生たちも就職して間もないか、も
しくは未だ大学に在籍しているので、真の成果が問われるのはこれから
となります。しかし、FIELDO設立初年度（2010年度）の試行プログラムに
参加した学生が、国連事務局若手職員を採用するための試験で難関と言
われる国連事務局ヤング・プロフェッショナル・プログラム（YPP）に2015年
に合格しました。その他でも、FSを経験した後に青年海外協力隊に参加
した学生、GLOCOLのプログラムを機に長期留学を決めた学生、国際協
力機構（JICA）やグローバル展開している企業に就職した学生も出てきま
した。国際舞台に向けて一歩を踏み始めた学生たちが現れてきたことは、
企画担当者として嬉しい限りです。
